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○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めま

す。これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めま

す。これにて討論を終結いたします。 

 これより議案第95号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方

公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更についての採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第95号宮城県市町村等非常勤職員 

公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更に

ついては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

    日程第１０ 議案第９６号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を

          共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更につ

          いて 

○議長（米澤秋男君） 日程第10、議案第96号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委 

員会を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更についてを議題とい

たします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第96号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同 

で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更について説明申し上げます。 

  本案件は、志津川町と歌津町が合併し、南三陸町となることに伴い、宮城県市町村等非常勤

職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体に南三陸町を加えることと、そ

の規約の変更を行うものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めま

す。これにて質疑を終結いたします。 
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 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めま

す。これにて討論を終結いたします。 

 これより議案第96号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する

地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更についての採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第96号宮城県市町村等非常勤職員 

公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変

更については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

    日程第１１ 議案第９７号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同 

          で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更について 

○議長（米澤秋男君） 日程第11、議案第97号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会 

を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更についてを議題といたし

ます。 

 本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第97号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設 

置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更について説明を申し上げます。 

  前議案同様、宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団

体に南三陸町を加えることと、その規約の変更を行うものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めま

す。これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めま

す。これにて討論を終結いたします。 

 これより議案第97号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方

公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更についての採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 
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    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第97号宮城県市町村等非常勤職員 

公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更に

ついては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

    日程第１２ 議案第９８号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更に

          ついて 

○議長（米澤秋男君） 日程第12、議案第98号宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の 

変更についてを議題といたします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第98号宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更につい 

て説明申し上げます。 

  本案件は、これまで宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約では、同組合を構成する

団体の町村については県下全町村をもって組織するとしていた規定を、組織する市町村を明確

にするため、新たに別表を設けて市町村名を明記することとした規約の改正であります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めま

す。これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めま

す。これにて討論を終結いたします。 

 これより議案第98号宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更についての採決を

行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第98号宮城県市町村非常勤消防団 

員補償報償組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。３時40分まで。 

    午後３時２３分 休憩 
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    午後３時４０分 再開 

○議長（米澤秋男君） 休憩を閉じ、再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    日程第１３ 議案第９９号 平成１７年度加美町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第13、議案第99号平成17年度加美町一般会計補正予算（第５号）を 

議題といたします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第99号平成17年度加美町一般会計補正予算（第５号）について説明 

を申し上げます。 

 

今回、既定予算に歳入歳出それぞれ 1，680万 3，000円を追加し、歳入歳出それぞれ 148億                                                                         

  

 5,449万 2,000円とする補正予算と、中新田文化会館改修事業について継続費の設定及び地方

債の変更を行うものであります。 

  歳入の主なものにつきましては、地方交付税１億 1,434万 9,000円の増、国庫支出金として

雪間地域道路事業補助金 1,440万円の増、地域住宅交付金 1,318万 5,000円の増、県支出金と

して市町村振興総合補助金 3,438万円の増、財政調整基金繰入金 4,000万円の減、町債 7,360

万円の減などであります。 

  歳出につきましては、総務費では町有施設アスベスト検査手数料 210万円の増、民生費では

介護サービス事業特別会計繰出金 1，200万円の減、鳴瀬及び広原保育所解体事業 1，528万                                                                            

 5,000円の増、農林水産業費では地域特産生産施設整備事業 2,559万 4,000円の増、商工費で

は小野田温泉保養センター等事業特別会計繰出金 1,700万円の減、工業用地等造成事業特別会

計繰出金 1,600万円の増、土木費では町道防雪設置事業 2,500万円の増、上石住宅解体事業

 1,162万 8,000円の増、教育費では中新田文化会館改修事業１億 2,260万円の減などのほか、

一般職給与等の整理を行い、予備費を 1,175万 4,000円増額するものであります。 

  よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。14番福島久義君。 



-65- 

○14番（福島久義君） 26ページのふれあいの森公園費ですけれども、管理委託料、補正を組ん 

でいるんですけれども、その内訳をお尋ねしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤  東君）  商工観光課長お答えいたします。 

  昨年は管理委託料は 700万円でございました。今年度は当初 500万円で予算を組みまして、

そして今の段階で精算というんですか、予想を立ててみましたらどうしても 100万円強足りな 

くなるということで、今回は 100万円増して、昨年より 100万円少ないのでございますが、                                                                           

  

 600万円で管理委託料をお願いしたいということで今回補正をお願いしたところでございます。 

○議長（米澤秋男君） 14番。 

○14番（福島久義君） この委託料については、地域振興公社に委託していると思いますけれど 

も、町長が社長でありますので、一つお尋ねしたいと思います。 

 と申しますのは、昨年度まで支配人がおったわけですけれども、管理者といいますか、管理

責任者といいますか、それとも支配人といいますか、わかりませんけれども、いまだにまだ空

席になっているような状態でありまして、あそこにきちっとした責任者といいますか、管理人

といいますか、支配人といいますか、わかりませんけれども、だれかをしっかりとした形の中

で営業していったらいいのかなと。と申しますのも、あの施設の中を見ますと、フェアウエー

についてはかなり雑草が生えてきまして、今は相当株も大きくなりまして、フェアウエーの今

度の雑草がまだまだひどくなるのではないかなというような状態でして、それ以外のラフにつ

いてもかなり雑草が多くなってきていまして、もう少し管理が徹底しなければお客さんが少な

くなるんじゃないかなと。昨年度から見ましても、ことしは昨年の３分の２か半分くらいにお

客の方も大分減っているような感じが見受けられますので、その辺、社長である町長に一つお

尋ねをしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） コースの状況については、一部そういうような情報を入手いたしており 

ますし、意見もちょうだいいたしております。このことはいわゆる支配人的な職員がいる、い

ないにかかわらないのではないか。技術的な問題と人の、支配人がコースに出て管理をすると

いうことではないのでありますが、一部指揮監督が行き届いていないという部分もあったのか

もしれません。人材を、登用を探しているところもありますが、その反面、何とか１人減らし

てもできるのではないかという、できる限り人件費を減らして経費を少なくしたいというよう
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なこともあって現在に至っているわけでありますので、その辺のところを勘案をしながら、オ

ープンがあと３カ月、４カ月ぐらいあるんでしょうか、ということの中で、少し指揮監督をし

ながら来年度に向けて適任がいるかどうか検討してまいりたいと思っております。 

 お客さんは３分の１まで減っていないと思います。トータルとして出ておりますが、大衡に

少しお客さんが行っているようであります。大衡が大分評判がいいようであります。それはコ

ースの設定といいますか、フラットであるということと足場が非常にいいということと、もち

ろんコースの管理もいいということで、御意見も確かにいただいておりますが、心して管理を

したいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 14番。 

○14番（福島久義君） 町長も耳にしているような今の答弁ですけれども、今からの時代はコー 

スなりフラットということじゃなく、そういった徹底した管理をしていかなければお客さんが

自然と遠ざかっていくのじゃないかなと。ことしの７月には旧河南町でオープンをし、今度大 

衡でもオープンをして、大衡などは雑草一本ない本当に緑いっぱいという、だれが行っても                                                                           

  

「ああ、なるほどな」と言われるようなグリーンでありますので、逆に 100万円と言わずに、

今 100万円ぐらいの補正を出して、去年の 700万円ぐらいの予算をかけても、これから地域的

にほとんど変わりがないパークゴルフ人口がふえてきていますので、もっと徹底した芝管理を

しながらこれからのまちづくりの一つとして進めていった方がいいんじゃないかなと。 

 逆に言えば 100万円で足りない。これから手をかけていくならば、シルバー人材センターの

方々にでもお願いをして、ラフそれからフェアウェーについては雑草が余りにも成長が激しい

もので、球も飛ばないというようないろいろな苦情もありまして、そのためではないんですけ

れども、どうしても大衡に流れていくのが非常に多くなってきて、薬莱の方に行くよりも、ど

うしても逆に大衡の方に流れていくのが多いというような私が見ている関係上でそんな傾向も

ありますので、しかしあのままほうって、今から３カ月で、あとクローズということになろう

かと思いますけれども、来年のためにも今のうちから手入れをしておかなければ、来年の４月

のオープンにまたあれ以上の雑草が繁茂してくるんじゃないかと思いますので、人材センター

の方々にでもお願いをして、予算は少しぐらい費やしても徹底したコースづくりをしていかな

ければ、今後の地域の密着したゴルフ場が捨てられてしまうんじゃないかと、そんな心配もす

るので、ひとつもう一度お尋ねをしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 
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○町長（星 明朗君） 確かにコースがそのような状況になっておりますが、お金をかければい 

いというようなものではないように思います。どうしても持ち出しが大きくなります。しか

し、私自身はあの施設で収入と支出のバランスをとろうという考えは持っておりません。健康

増進施設であるというようなことからでありますが、だとしても上限があるわけでありますか

ら、できるだけ節約をしながらお客さんをふやす方向を考えていきたい。そう思うときに、や

っぱりコースが荒れているとお客さんが逃げていくということでありますから、そのバランス

を考えながら、とりあえず今週末に、本当は農薬をまけば雑草は枯れるんでありますが、なか

なかそうもいかないところがありまして、きちっとした管理をするように、少し職員にも社員

にも指示申し上げたいと思います。御理解いただきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 18番星 義之佑君。 

○18番（星 義之佑君） 14ページ、区分で言いますと12節の役務費、町有地施設アスベスト検 

査手数料のことでお伺いをいたします。 

  きょうの行政報告の中にも書いてありますけれども、既に建設課の方において１カ月の期間

をもって 304施設の調査を行ったということがあります。さらに21カ所の調査を行うというこ

とで、 210万円の予算が盛られておりますが、この辺の御説明をお願いいたします。 

○議長（米澤秋男君） 総務課長。 

○総務課長（今野正晴君）  総務課長、お答えします。 

 今質問のとおり、８月に町の施設 304件を建設課にお願いしまして調査をいたしました。そ

の結果、直接室内に露出しているものが14カ所、それから天井で覆われているものが７カ所の

計21件の調査対象がありました。 

 それで、９月７日に採取をしまして、業者に調査を委託しています。という理由は、今どこ

の市町村でも調査委託がありまして、件数が込んでいるそうなので、今頼んでも、２カ月か２ 

カ月半後にしか結果が出てこないということで、９月７日に採取をし、委託をしております。 

 それで、施設名もですか。（「はい」の声あり）21カ所ありまして、これはあしたの朝、一

覧表でお知らせしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 18番。 

○18番（星 義之佑君） アスベストというのは、非常に今、社会問題になっています。人間の 

体内に入って30年して初めて病気が発症するというような特徴があるようでございますので、 

この加美町で発症例があるのかないのか、その辺もちょっとお尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 総務課長。 
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○総務課長（今野正晴君）  お答えします。 

 今、調査委託している段階なので、該当するか、アスベストが含まれているかなんかもまだ

言えません。それで、平成になってからはアスベストは混入されていないようであるというふ

うな説明もありまして、平成になってからの分も委託をして、疑わしいのは委託していますの

で、その結果につきましては、また調査結果の報告をしたいと思っております。（「はい、了

解」の声あり） 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。９番工藤清悦君。 

○９番（工藤清悦君） お尋ねをしたいと思います。 

 14ページですけれども、光ケーブルの支障移転と工事ですが、以前にもやくらい文化センタ

ーで大きい窓からケーブルが見えて景観が悪いということで、 500万円ほどでしたか、かけて

直した経緯があったんですけれども、今回のケーブルの移転、支障があるので移転したという

ことに関しては、最初から予期できなかったことだったのかどうか、その場所等についてお話

をお願いしたいと思います。 

  それから、全般的になんですけれども、一般職給料を減額になっていたり、 300万円単位と

か 200万円単位で減額になっていたり増額になっていたりということがあるんですけれども、

当初予算のときと人事配置が変わったというか、そういう状況の中でこういう減額とか増額と

いうのが出てきたのかどうかというようなことを一つお伺いをしたいと思います。 

  それから、25ページですけれども、商工振興費の中で小野田温泉保養センター等の事業特別

会計、これは減額になっていますけれども、 1,700万円ほどですね。自助努力の中で、何とか

このぐらいの減額になるまで頑張ったのかどうかというようなことについてお伺いしたいと思

います。 

  それから、次の26ページですが、新エネルギービジョンの策定事業調査委託料ですけれど

も、以前から町長いろいろ一般質問等、またはさまざまな議論の中で、新エネルギーに関して

これから方向性を出していくんだというようなことだったんですけれども、これは出しても減

額だったのか、それとも行わなかったのかというようなところについてお伺いをしたいと思い

ます。以上です。 

○議長（米澤秋男君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（早坂  仁君）  企画財政課長です。お答えします。 

  光ケーブルにつきましては２件ございます。１件は、加美町の本庁舎の前の電柱の移転に伴

うものでございます。もう１点については、郵便局の裏側の路線の４本の電柱の移転に伴うも
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のでございます。 

 光ケーブル移転につきましては、いわゆる電柱とか電話柱を借用して敷設しているわけです

ね。向こう側というか、要するに電力さんとか電話会社さんの都合で移転をするという場合に

おいては、即座にこちらも光ケーブルを移転しますという確約のもとにかけさせてもらってお

ります。ですから急に電力さん等の都合で移転してくださいというふうに言われる場合もあり

ますので、今回についてはそれを少し見込んだ形で上乗せしまして予算計上させていただいた

ということでございます。 

○議長（米澤秋男君） 総務課長。 

○総務課長（今野正晴君） 各項目にかかわっています人件費関係ですけれども、おっしゃると 

おり４月１日の人事異動に伴う給与関係でございまして、12月の議会までに給料関係等が不足

して足りないところを重点的に今回補正をお願いしました。それで12月議会の際には人事院勧

告に伴って給与改定もあると思いますので、そのときは各款項目について整理したいと思って

おります。 

○議長（米澤秋男君） やくらい温泉保養センター所長。 

○やくらい高原温泉保養センター所長（早坂忠幸君） 温泉保養センター所長です。 

  1,700万円の繰出金の減の関係なんですけれども、今後審議されます特別会計の議案第 108

号なんですけれども、その中で補正がございます。今回補正で 155万円程度お願いする場があ

るんですけれども、それ以外に、歳入歳出とも５カ月間経過して、特別な減、あと歳出の増が

ないということで精査した結果 1,700万円の減ということです。よろしくお願いします。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤 東君） 商工観光課長、お答えします。 

 エネルギービジョンでございますが、本来であればアンケート調査、これは予算の組み替え

でございます。アンケート調査を業者に委託しようと思ったんですが、個人情報保護法等の関

係で、私の方で直接やるということで、委託費を減額しまして、直接、郵便料をアンケート調

査の方に使いたいということで予算の組み替えでございます。エネルギービジョンの当初のお

願いした 827万 5,000円は、ＮＥＤＯの方からも全額補助ということで、それは変わっており

ません。以上でございます。 

○議長（米澤秋男君） ９番。 

○９番（工藤清悦君） 町長にお聞きしたいんですけれども、平成17年度、町長が町政に対する 

姿勢の中で、さまざまなビジョンを持ちながら、またそれぞれの課のセクションといいます
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か、役割を機能的に発揮できるような布陣といいますか、職員体制といいますか、それはセッ

トだというふうに思っているんですけれども、まちづくりといいますか、方向性と、総務課長

から４月の人事異動でというようなお話があったんですけれども、予算を組む段階でそういう

ようものは見えないものなのか、見えづらいものなのかというようなことをお聞きしたいと思

います。 

○議長（米澤秋男君） 総務課長。 

○総務課長（今野正晴君）  お答えします。 

 人件費関係ですけれども、平成17年度の予算をつくるときは16年12月ごろ現状現給で要求し

ますので、４月１日以降のことは予算計上には難しいです。定例議会も３月10日前後にはあり

ますから、それで４月の給与関係を調整するということはちょっと難しい面だと思っておりま

す。 

○議長（米澤秋男君） ９番。 

○９番（工藤清悦君） そういうことというか、総務課長からそういうお答えが精いっぱいなん 

だろうというふうに思うんですけれども、例えば町長が平成17年度にこういう仕事をこのセク

ションで分厚くやりたいというようなときに、町長の意向がどうしても人事配置とか予算とい

うところに関係してくると思うんです。そのとき総務課長は、なかなか４月になってみないと

見えないというようなことなんですけれども、やはり町長の意向が反映される人事なりまた予

算ということになると、もっと12月に予算組みして、あと結果見ないとわからないというよう

なことだと、町長の姿勢と予算の裏づけというのが全然別物なのかなとというふうな理解しか

できないんですけれども、一言だけ町長、お願いしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 本来的には、一般会計なら一般会計の総計予算で人件費等が出てくるわ 

けでありますけれども、その中で、予算編成時点で来年４月以降の人事はこういう配置をする

ということが決まっていればそれは可能だと思いますが、予算編成は11月とか12月から各課で

編成が始まるわけであります。総務課長が現員現給でという、これはどの町でも恐らく現員現

給を基礎として予算要求をしながら、とりあえず新年度をスタートするということであろうか

と思いますから、当然そういう人件費の過不足は出てくるだろうというふうに思います。それ

は６月の議会できちっと整理をするか、９月でするかということの時間的な問題であるのかな

というふうに思います。 

 また、これは一つのテクニックでありますが、いわゆる国民健康保険会計あるいは企業会計
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である水道事業会計等々で利益を出すか出さないかといったときに、特に企業会計方式でいっ

たときに給料の高い職員を多く配置するかそうでないかということで、利益の出ぐあいも決算

状況も変わってきますので、少しその辺のところは３月になって全体のバランスを考えて人事

配置をいたしますので、当初予算の中でというのは大変難しい、不可能に近いことだろうと思

いますので、御理解をいただければというふうに思います。 

 また、ちょっと総務課長申し上げましたけれども、毎年人事院勧告がありますし、当然人件

費相当も変わってまいりますので、その部分も視野に入れておかなければならない部分があり

ますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。４番一條 光君。 

○４番（一條 光君） ４番です。 

 まとまった予算額の増減部分について伺います。 

 22ページの農業振興費の中の地域特産生産施設整備費、これは 2,500万円計上されています

けれども、この内容についてお伺いいたします。 

  それから、26ページの工業用地等造成事業特別会計繰出金、これは 1,600万円出ておりま

す。具体的な内容ついてお伺いいたします。 

  それから35ページ、中新田文化会館改修工事１億 1,900万円減額されていますけれども、こ

れは上の設計委託料と一体のものなのかどうか。これも理由をお聞かせいただきたい。 

 以上、３点お願いします。 

○議長（米澤秋男君） 農林課長。 

○農林課長（早坂宏也君） 農林課長、お答えいたします。 

 地域特産生産施設整備工事、これにつきましては、先ほども出ましたけれども、中新田きの

こ培養組合の培養施設でございまして、当初予算にその改修工事費を計上させていただいてお

ります。工事費としまして当初１億 7,048万 3,000円と今回１億 9,607万 7,000円という形

で、 2,559万 4,000円の増額を計上させていただいております。 

  その内容でございますが、平成16年度に町が設置をいたしましてきのこ培養組合、こちらに

管理委託をしています。培養組合さんの方におきまして、改修に向けて平成16年度中に概算の

基本設計を策定いたしております。そのとき、概算でございますので、この中にはライン化工

事という形で機械関係の製造請負工事という工事と建設工事、これにつきましてはかき出し室

と培養室の増築工事、建築工事と製造請負工事に分かれていますけれども、今回、実施設計に

当たりまして、若干培養棟の増築、昨年度 212平米ほど見ていたものが、どうしても 255平米
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ほどになるという形の中で、ライン化工事と一緒に今回精査した設計額で、同金額が補正増と

なるという形で計上させていただきました。よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤 東君） 商工観光課長です。 

  この繰出金でございますが、これは８月29日に臨時会を開いていただきまして、取得したケ

イテックの土地の造成費でございます。議案第 110号で出てまいりますが、あそこの排水路工

事、それから設計、土壌調査、それから上下水道、それから進入路等の工事代でございます。

以上です。 

○議長（米澤秋男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（星 秀吾君） 中新田文化会館費の工事費と委託料の減額の関係でありますが 

、これは連動しておりまして、５ページの第２表で継続費でお願いをするものでございます

が、全体の事業費が３億 7,090万円ということで、工事が実際着手できるのが来年の１月の初

旬、成人式あるいは消防の出初め式が終わってからということで、その時期に着工しますとど

うしても年度を越えてしまうということで、２カ年の継続事業ということでお願いすることに

なります。したがって、継続費でお願いする部分については平成17年度が40％、18年度が60％

というような割合でお願いするということで、この減額ということになったものでございま

す。以上です。 

○議長（米澤秋男君） ４番。 

○４番（一條 光君） １点だけ確認をしたいと思います。 

 農業振興費の件なんですけれども、きのこ組合との負担割合というんですか、これははっき

りしているんですか、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 農林課長。 

○農林課長（早坂宏也君） 農林課長でございます。 

 現在、先ほど指定管理者の条例改正を御提案をさせていただきました。来年の４月１日を目

標に指定管理者制度の対象施設として予定はいたしております。それで今回の建築工事でござ

いますが、これにつきましては町が事業主体となって培養瓶の供給で、生産農家はそれぞれ下

にいるわけでございますので、地域の特産品を守ってきたと。今現在２億 5,000万円ぐらい。

この改築によって３億 8,000万円ぐらいを伸ばしていきたいという能力増強工事でございま

す。それで事業費の財源に絡んできますが、過疎債を予定いたしております。過疎債でござい

ますので95％を予定していますけれども、その交付税措置が予定されると。その残額につきま
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しては、一応８年から10年をかけて町が実質出す一般財源相当額は全額御負担をいただくとい

うような形の協定に持っていく方向で協議はいたしております。まだそれははっきりと、協定

の段階で整理をさせていただきます。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。13番佐藤澄男君。 

○13番（佐藤澄男君） 22ページ、金額は70万円なんですが、やくらいとりでの遊具撤去工事と 

。あの施設が大分老朽化しているということもわかるんですが、これを撤去するということ

は、セキスイさんとの協議はどのようなことになっておるのか。新しいものを撤去した後に設

置をする計画があるのかどうかについてお尋ねをしておきたいというふうに思います。 

  それから37ページ、保健体育総務費の中のドラゴンボート用備品の内訳と、それからその下

にあります世界選手権初め各種大会への出場なんですが、大変名誉なことなんですが、この裏

づけ根拠といいますか、派遣人数等をお知らせをいただきたいと。まずお願いします。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤 東君） やくらいとりでの遊具の撤去でございますが、かなり老朽化し 

ておりまして、ことしの初めのやくらい祭りのときは応急措置をしたところでありますが、相

当危険なので、全施設の全遊具を撤去したいと思っております。それはセキスイさんとは協議

済みでございます。そして新しいものはつくらないというようなことになっております。 

○議長（米澤秋男君） 体育振興課長。 

○体育振興課長（三浦又英君） 体育振興課長、お答え申し上げます。 

  備品購入費のドラゴンボート用備品ということで予算計上させていただいていますが、これ

につきましては、中新田中学校のカヌー部そのものがトレーラーがないわけでございます。そ

の関係がございまして、町外の大会に出場するときカヌーを運搬するものがないということか

らしまして、今回、予算計上させていただいた状況下にあります。 

  あと、もう一つでございますが、補助金の関係がございますが、ドラゴンボート世界選手権

大会出場関係につきましては、７月18日から７月24日の間におきましてドイツのシューベルン

で行われました大会に町出身の方が６名、大会に出場しております。 

 続きまして、世界ジュニアカヌー選手権大会出場、これにつきましては７月25日から８月10

日の間におきまして、ハンガリーのセゲドで行われました大会に１名参加をしております。 

  次に、世界カヌーフラットウォーターレーシング選手権大会、これにつきましては７月25日

から８月31日、クロアチア共和国ザグレブにおきまして１名参加。いずれも加美町出身の選手

でございます。以上です。 
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○議長（米澤秋男君） 13番。 

○13番（佐藤澄男君） カヌー関係のことには了解をいたしました。 

 とりでのことなんですが、実はうちの孫たちにもあそこはえらい人気なもので、ちょこちょ

こ行くんです。それで、行ってみますと随分子供たちに人気があって、あそこは一つのハイキ

ング的なよりどころというような雰囲気があるんですけれども、今の答弁ですと、これは遊具

を取り外して、あと設置する考えがないというような答弁でありますけれども、やくらいの周

辺を見渡してみましても、ああいう子供たちが喜んで寄るという区画といいますか、そういっ

たものはほかにないんですね。そういったことであの施設、確かに事故が起きた場合にどうす

るかというようなことが先に立つんだろうというふうには思うんですけれども、それこそ山に

親しむといいますか、そういった面での効用というのは非常に大きいものが今までもあったん

だろうというふうに思いますし、そういったことについて、今後これを撤去するということで

ありますけれども、この種の遊具施設といいますか、子供たちの集える、愛されるやくらいと

いう意味でのこの種の考えはないものかどうか伺っておきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 実は、その結論は私も存じていなかったわけでありますが、土地がセキ 

スイさんからお借りをしているということで、返還をしなければならないということでの撤去

ということになったようであります。 

 御案内のとおり、パークゴルフ場に一部遊具を設置いたしておりまして、あの部分で代替に

ならないものだろうかということで今のところは考えております。ですから同じ場所には、さ

っき答弁申し上げたように設置をしないという方向で進めております。 

○議長（米澤秋男君） 13番。 

○13番（佐藤澄男君） これは旧小野田町時代からあったことですから、セキスイとの協議の中 

でいろいろ場所を移して、あるいはセキスイで計画しているリゾート施設のあの場所が予定地

になったという計画のときもあったんです。それで、別の場所に施設を移転しようかというよ

うなことのお話もあったんですね、経過の中に。ですから協議済みで、ただ撤去するというよ

うな今の説明があったわけですけれども、そういうときにこれまでの経緯を踏まえて、セキス

イさんでこういう施設をまたどこかでというような話にまでならなかったものかどうか。その

間の事情というものはある程度議会にも報告、旧小野田町時代あったものですから、当然そう

いうことがその中で話し合われてしかるべき問題じゃなかったのかなというふうに思うんです

が、その辺の経緯を踏まえてもう一回、これからのことをどう考えているかお願いしたいと思
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います。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤 東君） やくらいとりでの遊具でございますが、私は今回というんです 

か、敷地はセキスイさんでございます。それで、上物が町の遊具というような形になっており

ますので、セキスイさんの方でも、これは何かあっても管理はしないというようなことでござ

いましたので、それでセキスイさんとも話しましたら、撤去してもらって結構ですと。私の方

でも危ないのでというようなことがございましたので、これを別なところに移転するという、

そこまでの話はございませんでした。それで私たちの方でも、かなり老朽化して非常に危険な

部分がありましたので、今回撤去して、私たちも随分遊んだ記憶がございますが、こういうの

で新しくつくらないということになりました。以上でございます。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。５番吉岡博道君。 

○５番（吉岡博道君） 20ページの統合保育所建設費の中に備品購入費、送迎用マイクロバスと 

あります。これは何台購入するものか。また統合保育所につきましては、12月１日オープンに

向けて順調に準備が進められていると思います。そういった中で安心して子供を預けられるシ

ステムというか、送迎という面もかなり重要になってくると思います。特に広原地区、鳴瀬地

区に関しましては、これまで以上、かなり遠くなるわけでございます。大体何キロぐらいのキ

ロ数になるか。また送迎の範囲ですね。これをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（柳川文俊君） 保健福祉課長、お答えします。 

 まず第１点の御質問ですが、購入台数は１台でございます。現在、鳴瀬・広原地区におきま

しては１台で運行しているわけですけれども、今回の送迎バスにつきましては中新田地区の子

供さんたちを送迎することとしております。それから送迎の範囲の御質問ですが、統合保育所

から何キロ以内というような設定は今現在のところ考えておりませんで、今後、送迎バスを利

用する保護者の方々の要望をとりまして、乗せる範囲で運行していきたいと、このように考え

ております。以上でございます。 

○議長（米澤秋男君） ５番。 

○５番（吉岡博道君） 送迎につきましては万全を期してもらいたいと思います。 

 また、関連してお聞きするわけですが、この送迎、恐らくバスは無料だと思うわけですが、

現在、加美町でも保育所のバス「協力金」と称していただいておるところもあり、また無料の

ところもあります。そういった中で、合併３年にもなりますので、そういった面では調整を図



-76- 

っていなければならない点だとも思います。私はこういった統合保育所建設の期に、やはり平

等あるいは公平の観点から、あるいは少子化対策、また子育て支援対策という観点からして

も、来年度に向けてこれも全部無料の方向づけにできないものかと思うわけですが、町長の見

解をお聞きします。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 保育所、幼稚園の送迎の料金負担ということについては、統合保育所を 

建設する、しないにかかわらず、合併後に問題が起きておりまして、ちょっと悩ましい問題で

あると認識をいたしております。御提案ありましたように子育て支援という一環であれば、こ

れは無料ということも考えざるを得ないのかなということで、負担額はそう高いものではない

のでありますが、新たな負担増をということにして、公平の負担、あるいは受益者負担の原則

を貫くか、あるいは子育て支援という観点で無料にするかということは平成18年度での結論と

いいますか、18年度実施、どちらにするか今検討中でありますので、御了解いただきたいと思

います。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。こ 

れにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めま

す。これにて討論を終結いたします。 

 これより議案第99号平成17年度加美町一般会計補正予算（第５号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第99号平成17年度加美町一般会計 

補正予算（第５号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 なお、明日は午前10時まで本議場に御参集願います。 

 大変御苦労さまでした。 

    午後４時３０分 散会 
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 上記会議の経過は、事務局長澤口 信が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 

 平成１７年９月１３日 

 

             加美町議会議長  米 澤 秋 男 

 

             署 名 議 員  佐 藤 善 一 

 

             署 名 議 員  近 藤 義 次 



-78- 

 


